
古典の中の自然-のアプローチ

1 はじめに

旧約聖書や古事記の記述の中には,地殻変動に

伴 う自然現象や,古代の自然環童そのものについ

ての記述 と考えられる箇所がある｡とくに前者の

地殻変動に伴 う自然現象については,火山学や地

形学 ,地理学などにかかわ りのある先覚者に よ

り,すでに指摘されている｡筆者は旧約聖書に描

かれている自然現象を,それが地殻変動によるも

のと,そ うでないものとのいづれにかかわ らず,

グローバルな視野から考察 し,古代 (旧約聖書の

時代)の人々が,その地域の自然とどのようにか

かわ り合って生活 していたのか,また自然現象を

どのように生活の中に受け止めていたのかを考え

ていきたい｡さらにタイムスケールのきわめて大

きい枠の中での考察であるので,自然現象の考察

については, 近代科学の立場での考察と,大古の

時代に記述された古典であることを充分にふまえ

ながら,変動 しつつある自然界の大枠の中で巨視

的に現象を捉えていこうとするものである｡古典

の中に記述されている現象の中には,いわゆる自

然そのものの現象のほかに,天変地異ともみれる

自然現象が讐橡として描かれているものもあると

考えねばならない｡

今回の短報は1985年11月の学会講演 (主題 ･古

文献 と火山活動,副題 ･古典にみる火山活動)の

背景 として,筆者が聖書をどのように受け止め,

その中で自然現象をどのような立場で,どのよう

に把握 しようとしているか｡さらに火山現象 と目

される箇所を具体的にどのような視点から考察 し

ようとしているかを御理解いただけるならば,筆

者の諒 とするところである｡

2 古典としての旧約聖書

旧約聖書は日本語あるいは英語に翻訳されたか

たちにおいてではあるが,その全篇にわたって,

じつに見事な美 しい散文 と宗教的旋律をもつ調和

滝 野 実

のとれた詩の形態がとられている｡そして,そ こ

に記述されている内容,例えば気候風土,天変地

輿,生活態様などその多 くが,きわめて具体的,

かつ,リアルに描かれている｡この点について言

うならば,日本最古の古典である古事記を以て し

ても,その比ではないであろう｡

聖書としての最大の素晴らしさは,言 うまでも

な く全体をとおして,あるいは特定の箇所におい

ては直接的に,万人に理解できるような簡潔なこ

とばで 『人倫の道』が示されていることである｡

しかし此のことは旧約聖書のみならず新約聖書 ,

ひいては仏典においても亦然 りである｡そ して,

いづれの教典の場合もそ うであるが,人倫の道に

ついて述べられている言葉は,いづれも絶対不変

の真理である｡

また聖書は,人倫の道を示 しているとい うこと

以外にも,文学的表現と,その中から濠み出る豊

かな内容を汲みとることができる｡ことのほか,

その中に,人間の有する精神面の微妙な動 きに対

する洞察や,自然界の動きに対するきわめて直観

的な観察力においてすぼらしいものがある｡

ことに聖書の中に描かれた人間関係や,自然現

象についてもそ うであるが,とりわけ人間につい

て,その置かれた環境 (物理的および精神的な面

においてのことであるが)によって,人のもつ心

の襲が異常とも言-るほどの綾をなし,見事で し

かも現実的な人間模様 となって展開されている｡

一万,聖書に描かれた自然現象の描写も,人の

心や人間関係のそれ以上に具体的であ り,かつ ,

リアルである｡例えば,モーゼがシナイ山におい

て,神 より十戒を授かる際のすさまじい火山噴火

ともおぼしき情景や,-シプ トから最終的にはカ

ナンの地 (ガリラヤ湖から死海を結ぶ線以西の地

中海岸までの地域)であるが,当初は ミデアンの

也 (アラビア北西部)の方角-の集団出奔の際の,

海水面の異常な後退 (海退),及び急激な海進,そ

してソドムとゴモラの滅亡などの場合もそ うであ

るが,記述が単に神のことばを伝える聖書である
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と言 うだけでなく, 古代において聖書と直接,間

接にかかわ りのある地域に居住する人間と,それ

を取 り巻 く自然環境とのかかわ りの中で発生 した

のではないかと思われるものを取扱っている点に

留意しなければならない｡

筆者は古典,古文献としての旧約聖書の記述内

容について,既存既知の,あるいは研究途上の地

球物理学や火山学等の知識を活用 し,過去の自然

現象を可能な限 り,科学的な見方で考察と分析を

おこなうことは意義のあることと思 う｡旧約聖書

に記述されている特定の自然現象などほ,プレー

トテクトニクスや火山学の知識の上からみても,

きわめて合理性のあることである｡筆者 として

は,これ等自然現象が旧約聖書時代において,聖

書の記述箇所そのもの (その場所)においてでは

ないとしても,直接,間接に聖書とかかわ りのあ

る地域 (巨視的に言-ば聖書にかかわ りのある,

いわゆる拡がる変動帯の一部としての地域)にお

ける現象であろ うとの見方を採 っているのであ

る｡

今を去る2000-4000年前,現在の如き科学の発

達をみない時代に発生した自然現象であってみれ

ば,当然とも言-ることであるが,かような自然

現象の記述が聖書の中にあるということは,かか

る自然現象による被害を身を以って体験 したもの

か,あるいは神業 ともおぼしき,すさまじき自然

現象の現場に居合せた り,見聞のある者か,さも

なくば,それらの見聞した状況を忠実に脳裡に受

け止め,リアルに記述することの可能な者でなけ

れば,かかる記述は不可能に近いかと考える｡

3 変動帯と超越者顕現の場との関連性

古典としての旧約聖書と古事記のいづれの場合

においても指摘できるが,超越者としての神の顕

現の場の代表的な箇所の一つとして,火山か,激

しい火山活動を想定できるような場合がある1)0

これをプレー トテクトニクスの中でグローバルに

捉えて,それぞれの地域性をみたいのであるが,

与えられたスペースとの兼ね合いで,旧約聖書の

場合について述べる｡

旧約聖書において,地殻変動や火山活動 とかか

わ りがあると考えられる地域は,インド洋海嶺の

北端部にあたる紅海北部と,その延長部であるシ

リア,ガリラヤ,ヨルダン,死海,アラバ,アカバ

湾の,いわゆる地溝帯東部に相当する裂醇地帯

と,その周辺の玄武岩噴出地域 2)および温泉湧出

やガス噴出3)地域が中心で,加えるにシナイ半島

とその周辺の地域である4)｡言 うなれば,アフリ

カプレー トとアラビアプレー トの接触線上であ

り,しかも両プ レー トがほぼ同 じ方向ではある

が,北方に異った速度で移動していると考えられ

ているところである｡死海は,それに伴 う引っ張

りによる深い窪みの現象とされている5)｡注 目す

べき見解として,竹内均博士は 『地殻の割れ 目を

埋めるように,マン トルからマン トル物質があ

がってくる｡このようにしてできた割れ目が死海

に他ならない』｡そしてプレー ト形成 との関連か

ら,死海は 『地中海,アフリカ側の地殻とアラビ

ア側の地殻が分離 して生じた菱形の割れ目である

6)』｡とし,村山磐博士は,死海形成の理由とし

て,水平ず り移動によって生 じた 『裂け目』であ

るとしておられる7)｡またUSAケニヨン大教授

デニス ･ベイ リー氏は,聖書時代とは直接には結

びつかないが,同氏の著書 『聖書の歴史地理』の

中で,『裂谷 (RiftValley)の断層化と裂開作用は

玄武岩の噴出を引きおこしたが,これは歴史時代

まで続いた｡初期のバシャン高原-の流出は,他

の亀裂からの静かな涌出であったのが,後期の活

動は激しく,ジャバル ･ドルーズの山々を生成せ

しめた8)』と述べている｡

拡がる変動帯での地殻変動,火山活動を考える

とき,張力の場 としての正断層地形そして,とく

に火山噴火の一般的パターンとしては,広域割れ

目噴火,もしくは山腹割れ目噴火の形態をとるの

ではないかと考えるのであるが｡ 9)

(註 ･この点については,よりアカデミックな文

献の検索と現地探索が必要である｡)

ミカ書 (旧約聖書) 1-4

山は彼の下に溶け,谷は裂け,

火の前の蟻の如 く,坂に流れる水のようだ｡

旧約聖書時代に噴火活動のあったと考えられて

いるものに, BC20世紀頃 (イスラム教,ユダ

ヤ教,キリス ト教ともに始祖の人とされているア

ブラ-ムとロ トの時代)にシ リアの玄武岩噴出

10)と,モーゼの率いるイスラエルびとのエジプ

ト出奔の BC13世紀 ごろに噴火 したと想定さ
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れているアラビア北西部 (ミデアンの地) の-

ラット･-ル ･ラノ＼(これがシナイ山と想定す る

向きもある｡ ll))がある｡

旧約聖書,古事記のいづれにしても,超越者で

ある神の顕現の場 としての変動帯そのものの もつ

メカニックは異なるが,基本的に,これ等の地域

は異なった性質のマグマ噴出や,火山放出物に よ

る独得な姿と内容をもつ火山体の形成が見 られ る

地域であるo言 うなれば,プレー トの生産 ,消滅

あるいは接触,摩擦にともな う地表面の独得な地

形の形成が為 される場である｡

4 旧約聖書における火山活動想定箇所の分

析の指標 (試案)と分析事例

旧約聖書の記述の中から,火山活動 と想定 され

る個 々の記述事項 ,あるいは前後の記述事項か

ら,火山活動を前提 として,滝野は目下,分析 を

試みつつある｡ とりあえず今回検討 した指標 と事

例を参考までに提示する｡ 尚,これについては今

級,科学性を増すために,研磨に励み検討を加え

たい｡

(1)火山活動分析の指標 (順不同)

①火山性地震の発生 (これは火山の噴火お よび噴

火活動等 と連動 させ ない と判 断が困難 で あ

る｡)

②噴火に伴 う軽石,火山弾等の放出

③噴火に伴 う火山塵の粒子の衝突による静電気の

発生 と,それによる雷,稲妻の発生

④噴火に伴 う火山灰,火山塵による上空被覆

⑤噴火に伴 う火砕流,泥流等の発生

⑥噴火に伴 う二酸化硫黄ガス等による大気汚染

⑦マグマの溢流 とその性質

(2)倉析の-事例 と該当すると考えた指標

サム-ル記下 (旧約聖書)22- 9

煙はその鼻から立ちのぼ り,

火はその口から出て焼 きつ くし,噴火 と噴煙

白熱の炭は彼から燃え出た｡- 軽石等の放

出

5 おもりに

筆者は1985年の秋の学会講演 と,今回の学会誌

に短報のかたちで,今後の研究の糸口を探 ること

に努めた｡古典の中に自然を探ること自体 ,不勉

強な筆者には大変に至難の技であることを痛感 し

ている｡ とくに科学 としての学問の体系を求め る

とい うことになれば尚更である｡ しか し寺 田寅彦

先生,イスラエルの ドラン ･モア先生, ドン ･ボ

スコ社のパルバ ロ,デル コール両師の自然観に共

鳴 しながら,聖書にかかわ りのあると考え られ る

変動帯における事実をたどり,プレー トテ ク トニ

クスや火山学の知識,研究成果をお借 りして,逮

まわ りではあるが,一歩ずつ,出来 うる限 り科学

的な眼で,古典に描かれた自然にアプローチ した

い｡今後の研究の進め方についても,講演会 出席

の会員皆様および筆者の未熟で拙い小論を御一暫

くださる皆様からの御意見,御指導をお願 いいた

したい｡

筆者は古典に描かれた天変地異 とも受け とれ る

自然現象が,古代において,変動帯 ことに火山活

動の盛んな,あるいは,かつて盛んであった地域

において生起 しているとい うことと,当時かか る

自然現象の生起 していた地域に居住 していた人間

が古典をとおして,超越者 としての神 とのかかわ

りの中で,それぞれの民族のもつ文化に応わ しい

表現,内容で記述 されたものが,現代の我 々に宗

教,歴史等の分野で継承 されていることは素暗 し

いことであると思 う｡天は中東の地にアブラ-

ム,モーゼ,そ してイエスを,アジアには釈迦を

おっかわ しにな り,人倫の道をお示 しにな った｡

それぞれの気候風土の元で,独得な精神風土が

育ってきたが,人間としての精神的バ ックボーン

とな りうるものは宗教をおいて他にはないのでは

なかろ うか｡その宗教を創造 したものは一体何な

のか｡

筆者は超越者としての神と人,そして自然と科学を考

えていきたい｡なかでも人のすぼらしさをより理解した

い｡

今回,講演の場と短報寄稿の機会をお与え頂いたお茶

の水地理学会の会員皆様に対 して,そして,ことのほか

講演および誌上発表のための諸条件の整備をはじめ,終

始,御懇切なる御指導と一方ならぬ御援助を給わった,

式 正英先生,浅海重夫先生をはじめ,地理学科教室の

諸先生方に深甚の敬意と,心をこめて感謝の意を表する

次第である｡
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注

1) 旧約聖書 出エジプ ト記19章の うち 『全山

煙った｡主が火の中にあって,その上に下られたか

らである｡』とある｡

古事記 天孫降臨神話のうち 『筑紫の日向の高千

穂の霊峰に天下 りまさしめ給いき』,や高天原糸神

話のうち,須佐之男命の昇天の項で 『天に参上る時

に山川悉に動み国土皆震 りき』 とある｡

2) (1)イスラエルと周辺の地質図,デニス ･ベ

イリー著 左近,南部訳 : 『聖書の歴史地理』

p.26の挿入図創元社

(2) ドラン ･モア (1985) : TheVolcanismof

theGolanHeights -ブル大学の論文がある｡

3) (1)デニス ･ベイ リー著 左近 ,南部訳

『聖書の歴史地理』創元社 p.25, p.197,201

(温泉 ･ガス)

(2)村山磐 (1982) :『世界の火山災害』古今書

院 p.34及び図 7死海 (温泉分布図)

4)メナシュ ･-ル-ル著 池田裕訳 (1980) :『世

界の地理教科書イスラエル』帝国書院 p.14中東

の地殻構造図,

5) ロバ ー ト･D ･バ ラー ド著 市川 正 己 監修

(1985) :『知られざる地球』福武書店 p.207,

212

6)竹内均 (1970) :『続地球の科学』 NHK p.206

7)村山磐 (1985) :『奇跡の国イスラエル』古今書

院 p.33

8)デニス ･ベイ リー著 左近 ,南部訳 (1976) :

『聖書の歴史地理』創元社 p.24 シリアにおけ

る最近の玄武岩噴出は約4,000年前 と考えられてい

る｡ p.32 第12図北 トランス ･ヨルダンの構造,

p.33第13図南 トランス ･ヨルダンの構造 参照

9)中村一明 (1978) :『火山の話』岩波新書 p.

226

10) ドラン ･モア氏 (イスラエル,-ブル大教授) よ

り1985年10月に受領した文書から関係の箇所を参考

までに紹介する｡(原文のまま)

､ notsorecentthattheycanbeconnectedto

theLottandAbraham･sage.Thelastvolcanic

eruption in outareawasapproximmately 4000

years ago,～ determination on the bones of

animalswhichwereburriedundertheLaus.～on

theirvolcanicimpressionstothelsraelhes,and

thatauthorsoftheBibleusedthisknowlege,for

instance,in the descrlPtlOn Ofthe events on

Mount Sinai, when Moses received the ten

Commandments.

ll) InternationalUnionGeodesyGeophysis編

世界の活火山のリス ト (分布図付)のウェス トアラ

ビアの表中,-ラット･-ル ･ラ- (BC13世紀に

噴火が推定されている｡)ほか,この地域に数箇の

火山分布がある｡
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